
進
む
日
本
の
高
齢
化

　
日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
４
年
を

ピ
ー
ク
に
今
後
１
０
０
年
間
で
明
治

時
代
後
半
の
水
準
に
戻
っ
て
い
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
は
千

年
単
位
で
み
て
も
類
を
見
な
い
極
め

て
急
激
な
減
少
で
す
。
東
京
な
ど
の

都
市
部
は
人
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
人
口
減
少
の
問
題
と
は
程
遠
い

印
象
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
成
29
年
４

月
推
計
の
日
本
の
将
来
推
計
人
口

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
）
に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
時
点

で
１
億
２
，７
０
９
万
人
の
人
口
は
、

２
０
５
３
年
に
１
億
人
を
割
り
、
２

０
６
５
年
に
は
８
，８
０
５
万
人
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
よ
り
約

３
，９
０
０
万
人
の
減
少
と
な
り
、

日
本
は
こ
の
50
年
の
間
に
約
３
割
の

人
口
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
人
口

動
態
調
査
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
度

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
は
86
万
５

２
３
９
人
で
、
前
年
の
91
万
８
４
０

０
人
よ
り
５
万
３
１
６
１
人
減
少
し

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
の
人
口
の
動
き

　
令
和
元
年
度
の
金
山
町
で
の
出
生

数
は
28
人
。平
成
30
年
度
は
23
人
で
、

５
人
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
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元
年
度
死
亡
者
数
は
１
０
２
人
、
転

入
者
数
は
63
人
、
転
出
者
数
は
１
４

７
人
で
、
一
年
間
で
１
５
８
人
減
少

し
ま
し
た
。

生
み
育
て
や
す
い
環
境
を

　
少
子
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
仕

事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
の
が
難
し

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
人
の
た
め
に
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
、
育
児
期
に
か
け
て
お
母
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
が
抱
え
る
不
安
や
負
担

に
対
し
て
、切
れ
目
な
く
支
援
を
し
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
健
康

福
祉
課
健
康
係
内
に
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

し
た
。「
金
山
町
で
産
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
金

山
ら
し
い
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

金山町
子育て特集

を目指して

安
心
し
て

子
育
て 

で
き
る
町

総人口
0~14歳
15~39歳
40~64歳
65歳以上

（うち75歳以上）
高齢化率

年（西暦）

5,569
601
1,195
1,817
1,956
1,071
35.1

2018
（9月末）

5,283
548
1,106
1,702
1,927
1,003
36.5

2020
（9月末）

4,373
470
845
1,218
1,840
1,078
42.1

2030

3,549
369
680
1,001
1,499
1,051
42.2

2040

▼人口…2018年・2020年は住民基本台帳より
　　　　2030年以降は国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計値

金山町の年齢別人口

【金山町子育てカレンダー】令和２年度事業
保健師や助産師関係機関が連携して
妊娠前から育児まで切れ目なく支援します！



か
ね
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言

　
か
け
が
え
の
な
い
「
い
の
ち
」

を
産
み
育
て
て
い
く
こ
と
は
尊
い

も
の
で
あ
り
、
地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
は
町
民

の
願
い
で
す
。
平
成
29
年
３
月
に

「
か
ね
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
」

を
掲
げ
、
金
山
で
生
ま
れ
、
成
長

す
る
子
ど
も
の
た
め
、
育
児
を
す

る
家
族
の
た
め
に
様
々
な
支
援
・

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　切

れ
目
の
な
い
支
援
を

　
よ
り
よ
い
親
子
・
家
族
関
係
を

築
く
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
と

同
時
に
子
育
て
世
代
を
地
域
で
親

身
に
支
え
る
仕
組
み
が
重
要
で
す
。

子
育
て
の
日
々
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
親
自
身
も
成
長
す
る
喜

び
の
貴
重
な
時
間
で
す
。
金
山
町

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の

お
母
さ
ん
や
ご
家
族
の
不
安
や
悩

み
な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

町
独
自
の
サ
ポ
ー
ト

　
初
め
て
の
出
産
の
場
合
、
子
が

０
歳
で
あ
れ
ば
、
親
も
子
育
て
の

年
齢
は
０
歳
で
す
。
育
児
に
不
安

が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
こ
で
、

町
で
は
、
す
こ
や
か
相
談
や
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
、
離
乳
食
講

座
な
ど
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に
参

加
す
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
絵
本
を
通
し
て
親
子
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
て
も
ら
う
た
め
、

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
き
つ
ね
の
ボ

タ
ン
の
協
力
の
も
と
、
読
み
聞
か

せ
・
お
話
し
会
を
開
催
し
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
で
は
、
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ひ

さ
ま
に
は
、
保
育
士
が
常
駐
し
て

お
り
、
入
園
前
の
お
子
さ
ん
や
パ

パ
マ
マ
た
ち
が
集
ま
り
交
流
で
き

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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赤ちゃんが落ち着く抱っこを学ん
だり、楽しい触れ合いを体験でき
ます。ママと赤ちゃんの肌と肌の
ふれあったコミュニケーションに
なります。

ベビーマッサージ

助産師さんに個別で相談できる貴
重な機会であり、出産予定日の近
いママとお友達にもなれます。町
の保健師と顔を合わせる良い機会
です。

マタニティ教室

産前産後の悩みや不安を助産師や
保健師に相談することで、より楽
しく前向きに妊娠・出産・子育て
に臨むことができます。一緒にパ
パのご利用も大歓迎です。

すこやか相談

産後のママの普段は聞きにくい身
体の悩みについて、助産師さんに
質問できます。軽いストレッチで
身体もスッキリさせましょう。

ママと赤ちゃんのケア教室

産婦さんの産後の心身の不調、母
乳や育児に対する不安や困りごと
に対して、訪問などで開業助産師
による乳房ケアや専門的なアドバ
イスが受けられます。

産後ケア事業

産婦さんの産後の２週間健診、１
か月健診にかかる費用を町が全
額助成します。

産婦健診費用助成

絵本はどの家庭でも楽しめる親と
子のあたたかいふれあいです。絵
と声を通して、小さな頃から豊か
な感情を育みましょう。

読み聞かせ・お話し会

離乳食初期から後期の食事につい
て、実際の月齢に合わせた食事を
楽しみながら、調理形態や味付け
を学ぶことができます。

食育・離乳食講座

概ね毎月第１木曜日保健師にご相談ください 年４回（事前案内あり） 毎月第１・３水曜日

12月、３月に開催予定保健師にご相談ください 概ね毎月第３水曜日 １月に開催予定

安心して子育てが
できる環境を

　金山町の事業では、プレベビーマッサージ、ベビー
マッサージ、ママと赤ちゃんのケア教室、すこやか相
談等に携わっています。育児が大変で辛いという気持
ちを持つことは誰にでもあります。その暗い気持ちが、
産んだ子どもをかわいいと思う明るい気持ちを越えて
しまわないように、妊婦さんや出産したママさんたち
をサポートしています。すこやか相談では、ちょっと
気になることや不安なこと、どんなに小さなことでも
何でも話してもらえるような空間づくりに努めていま
す。今は、インターネットが普及して大体のことは聞
かなくても調べる事ができる時代になりました。何か
あったときに、すぐ情報が手に入るのはとても大切な
ことですが、情報にのまれ、もっと分からなくなって
しまうこともあります。そんな時、私たち助産師や保
健師のことを思い出して、ちょっと話をしてみようか
なと軽い気持ちで参加してもらえたら嬉しいです。金
山町では、保健師、助産師、子育て支援センターの先
生や教育委員会が切れ目のない支援や、各種事業を行
っています。参加してくれるママ達の雰囲気も良く、
温かい空気がつくられているなと感じます。これから
も、付かず離れず、でも必要な時はさっと手を差し伸
べる事ができる存在でいたいと思っています。

授乳相談室　たかはし
助産師　髙橋　優　さん

ゆう

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

11月は児童虐待防止推進月間

◎プレベビーマッサージの様子

◎ブックスタートの様子

安心して育
児ができる

あたたかい
サポートを

実施！

厚生労働省では、毎年11月を「児童虐待防
止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等の
社会全体で児童虐待問題に対し関心と理解を
得るために、関係団体などが啓発のため様々
な取り組みを実施しています。

▼児童虐待とは
子どもの健やかな成長に影響を及ぼす児童虐
待は社会全体で解決すべき問題です。
■身体的虐待：殴る、蹴る、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる など
■性的虐待：子どもへの性的行為、ポルノグ
ラフィの被写体にする など
■ネグレクト：食事を与えない、ひどく不潔
にする、自動車の中に放置する など　　　
■心理的虐待：言葉による脅し、無視、子ども
の目の前で家族に対して暴力をふるう など

▼相談窓口
子育てや虐待に関する悩みや相談に応じてい
ます。ひとりで悩まずに、いつでも気軽にご
相談ください。

•役場健康福祉課　健康係
　☎ 52－2111（内線 265.267）

•家庭教育相談（金山町中央公民館内）
　☎ 52－2902

•おひさま電話相談（地域子育て支援センター）
　☎ 52－2272

▼虐待かもと思ったら

　近くの児童相談所に繋がります。
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